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ト毎年9月1日の■真大震災になると、高齢の再相馬市民が誇らu了に患い出すの机今
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妻とた。トそして東日本大震災・原発事故が起こると、r無線軌とr犠島原発Jの奇妙な
符合が語られるようになります。ともに時代の皐先端として日本や開票のために活躍や
貢献をしたにもかかわらず、無用になったり事故で簡単に見捨てられていることが重なり
犠牲さえ強いられています。ト「無線塔」は残っていれば“産業遺産”で、語り継ぎたい
郷土の誇りです。「今さら無線塔か」と仰らないでく裏面・記事＞をご覧ください。

細・調印亡ガZ洋〃職か髄柑臥虎〆夢′棚夢
○安保法制に賛成が読売・産経・一日経新聞、辰対抗徽しているのか朝日・毎日・東京（中日）

新聞・河北新報などと言われています。．福島民報・福島民友はどうなのでしょう？

ONHKテレビはいい番組が多いのに、ニュースウオッチ9をはじめニュース報道は政府与党の
広報局に成り下がり、もはや公共放送ではないという声も。渋谷の放送センター、各地のNHK
に「公正な報道を」の抗議デモも起こっています。他テレビ局も新聞社も政府与党にコントロー

ルされ要警戒。原発報道のように疇されない驚きや、見抜く力が国矧こ要求され季す。
○今国会で国民はr憲法の立憲主義J r法の支配」を学び、－デモ■に目覚め、若者に希蓮

を持てたことが救いとの声も。また解説評論家、メディアを厳しく見る目もできました。

◇広濃離F東京が壌濾する日』ダイヤモンド社軋㈱＋穂
40年前、広瀬氏の『危険な話』『乗京に原発を』『眠れない話』など原発関連

の本でショックをうけ、その予告のように福島第一原発の事故が起きました。
事故から4年半、氏のこれまでの著作や主張をまとめたのかこの本です。今後の
廃炉や、全国に及ぶ放射能の人的被害には暗澹たる予測をされていて、深刻な気
持ちになります。広瀬氏の主張が紀蔓であることを願っています。

◇雪山リカ・小鷹■明『ドクター明kどうい：南海宥和脚ヽ？』
く上記＞の本と対称的な少し希望を感じられる本です。埼玉県生まれの　七つ藤■欝‡1，試氾＋税

医師小鷹さんが、人生の転機として自らの意志で「原発に一番近い病院」の南相馬市立撼合病院に勤
務します。そして南相馬での生活を楽しみ、乗馬を学び、相馬野馬追い祭の神旗争奪戦に参戦します。
精神科医師香山り力さんとの明るい手紙のやりとり、悩みの解肖法をまとめたものです。

＜雷穫縄より≫
◆10月18日の「総会」は2010年以来、震災後初
です。こ出席をよろしくお願いいたします。事無局

員一同、仕事の草間の忙しい中で頑張っています。
◆10月9日はノーベル平和賞の発表です。「憲法9
条を守った日本国民」「九条の会」が受賞できるの
か。‘チ戦争をしない国・日本”をアピールしたい！

◆開票の方から「あのガードマンのようなヒゲの隊

長も、秘密法担当の女性議員も福島県出身なんです
ね」と言われ侮しかったので、「武力でなく医療面で

国際貢献した先駆者は野口英世ですし、日米開戦を直

前まで固避しようと努めた朝河貢－も福島県出身です

よ」と返してやりました。 （山崎）＿ノー、－、

≪r鯵棚J事務員鼻連絡先・市外局番はTELO244≫
0裁量：平田■響くひもたけいいち）TEは4－1211・FAX24－4825
0事鶉鳥轟：山嶋義一TELO90－7527－＄453　Eメール：yamaZakjkenlOgmail．cbm
0会計：井上由集　〒875－0031需相集市揮町区嶋町ト43井上藁鳥内　TEL22－7FH巨FAX2l一〇掴2
0石田鸞ニTELO80－S556－4037　0早坂青嚢　TEL22－03260番嶋嘉子TEL22－0715
0ホームページ担当：大濠秤量¶≡u41）7鵬　　0志責靡明TELO90－的30－弱24
0集村文夫・桂子TELO90－8851－6904　0田中義霊TELO的一2798－4066



鵬273

の打電原町から一報
〓
軍
費
め
大
事
業
受
け
入
れ
の
歴
史
．

二
英
知
の
再
結
集
」
孫
は
廟
う

「
本
日
正
午
、
横
浜
に
お
い
て
大
地
感
に
次
い
で
大
火
災
撃
」
り
、
全
市
ほ
と
ん
ど
猛
火
の

中
に
あ
り
…
⊥
。
9
2
年
前
の
関
東
大
震
災
。
福
島
県
の
無
線
電
屠
局
長
だ
っ
た
米
村
募
一
郎

さ
ん
（
1
9
7
6
年
に
鍍
歳
で
死
去
）
は
一
報
を
海
外
に
初
め
て
伝
え
、
世
界
か
ら
毒
が
す

ぐ
に
集
ま
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
「
そ
の
福
島
が
今
度
は
被
災
地
に
な
っ
た
。
復
興
の
た

め
に
霊
の
寿
を
再
び
結
集
し
て
ほ
し
い
」
。
孫
の
息
子
さ
ん
（
髄
）
は
そ
う
亭
つ
。

碁
一
郎
さ
ん
は
、
旧
逓
信
省

磐
城
無
線
篭
居
局
（
福
島
県
富

岡
町
）
の
局
長
だ
っ
た
。

1
9
2
3
（
大
正
1

2
）
年
9

月
1
日
の
関
東
大
震
災
の
時
、

横
浜
港
に
停
泊
中
の
船
の
救
助

問束大震災福島発祖
最先端の無線塔通じ海外へ

南面あころ、無線機の前
に座る米村露「郎さん＝
甫相馬市博物館提供

i、無線機の前

要
請
を
他
局
経
由
で
キ
ャ
ッ

チ
。
英
帯
が
堪
能
だ
っ
た
碁
一

郎
さ
ん
が
そ
の
日
の
う
ち
に
電

文
を
打
っ
た
。

こ
の
電
波
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
局
が
萱
曙
、
■
米
国
の
新
聞

に
載
り
、
世
穿
け
．
遠
わ
っ
た
。

轟
一
郎
さ
ん
は
そ
の
後
も
1
週

間
、
不
眠
不
休
で
被
災
状
況
を

伝
え
続
け
た
と
い
う
。
日
本
に

は
40
カ
国
以
上
か
ら
支
選
が
相

次
い
だ
。

世
界
に
情
報
を
発
居
で
き
た

の
は
原
町
（
泉
南
相
馬
市
）
に

の
無
線
塔
が
あ

．＿．　tJ

3
・
日
か
ら
未
来
へ

っ
た
か
ら
だ
。
高
さ
2
0
1
㍍

で
、
「
東
洋
こ
と
も
称
さ
れ

た
と
い
う
。
日
本
か
ら
外
国
に

無
線
通
庸
が
で
き
る
遮
膚
省
の

唯
一
の
施
設
だ
っ
た
。

4
年
前
の
3
月
1
1
日
に
東
日

本
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
東

京
都
に
住
む
恵
子
さ
ん
の
頭
に

は
、
真
っ
先
に
祖
父
の
＃
一
郎

さ
ん
の
こ
と
が
よ
ぎ
っ
た
ゥ

君
子
さ
ん
が
小
学
生
の
こ

ろ
、
嘉
一
郎
さ
ん
は
都
内
で
餅

の
家
に
暮
ら
し
て
い
た
。
控
え

め
な
性
格
で
、
当
時
の
こ
と
を

自
分
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
辞
さ
な

か
っ
た
が
、
時
々
、
雑
誌
に
載

る
記
事
で
祖
父
の
仕
事
ぶ
り
を

桝
っ
た
。
恵
子
さ
ん
の
父
の
挑

さ
ん
の
名
は
、
磐
城
市
（
窺

い
わ
き
市
）
か
ら
一
字
を
も
ら

っ
た
こ
と
も
知
っ
た
。

関
東
の
人
た
ち
を
救
お
う
と

福
島
で
膏
軋
し
た
祖
父
を
思
う

と
、
4
年
前
の
原
発
事
故
に
は

や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
こ
み
上

げ
て
く
る
。

「
無
線
も
原
発
も
そ
の
時
代

の
最
先
端
の
技
術
。
地
元
の
人

た
ち
は
誇
り
に
患
っ
て
ど
ち
ら

も
受
け
入
れ
て
き
た
は
ず
。
そ

れ
な
の
に
、
そ
の
原
発
で
地
元

の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
」

昨
年
3
月
、
朝
日
新
聞
の
声

欄
に
、
祖
父
の
活
脛
と
、
そ
の

孫
と
し
て
の
今
の
患
い
を
震
い

元
。
実
は
、
父
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
た
。

女
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
嘗
同
町

盲
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
う

え
、
昨
年
2
月
に
は
長
年
連
れ

藩
っ
た
母
に
先
立
た
れ
た
。
投

書
で
父
を
元
気
づ
け
た
か
っ

∵
た
。
そ
の
父
を
請
月
に
後

㌣
を
追
う
よ
う
に
他
界
し
た
。
√

腔
　
恵
子
さ
ん
自
身
は
稽
島
に
住

．
ん
だ
経
験
は
な
い
。
大
学
数
縁

と
し
て
社
会
学
を
教
え
、
昨
年

退
官
し
た
。
仕
事
も
一
段
落
し

だ
今
、
祖
父
と
父
に
ゆ
か
り
の

・
あ
る
楷
島
を
い
つ
か
訪
れ
た
い

と
患
っ
て
い
る
。

塔
を
思
い
起
こ
す
人
い
ま
も

磐
城
無
線
電
信
局
が
醸
窟
し

た
の
は
関
東
大
震
災
の
3
年

前
。
国
際
無
線
電
借
局
の
建
股

は
、
酋
家
を
挙
げ
て
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

原
町
市
史
に
よ
る
と
、
薯

省
が
商
用
と
し
て
建
設
を
計

画
。
無
線
電
信
鹿
を
千
葉
県
に

持
っ
て
い
た
海
軍
は
、
電
波
の

琶
嫌
っ
て
2
0
0
㌔
以
上

離
す
よ
孟
宗
し
た
。
原
町
は

声
に
土
地
の
無
償
提
供
を
捷
美

し
、
交
通
や
電
力
供
給
が
便
利

で
地
盤
も
強
固
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
。

無
線
塔
は
1
9
8
2
年
に
解

体
さ
れ
、
■
現
存
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
甫
相
馬
壷
の
二

上
文
彦
学
芸
員
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
後
、
市
民
の
中
に

は
宴
を
思
い
撃
」
す
人
も

少
な
く
な
い
と
い
う
。

「
関
東
大
震
災
で
は
、
無
線

塔
か
ら
の
幕
が
冒
本
を
救

え
】
と
い
う
書
世
界
に
起

こ
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
世
界
中
か
ら
受
け
た
支
援
と

重
な
っ
て
く
る
の
で
す
」

さ
ら
に
、
国
の
た
め
に
無
線

塔
の
建
設
地
を
捷
供
し
た
と
い

う
経
緯
が
、
嘗
著
の
た
め
に

電
気
を
送
る
康
奏
を
引
き
受
け

た
こ
と
と
も
重
な
る
」

葦
が
あ
っ
た
湯
は
高

見
麓
と
し
て
蕃
さ
れ
、
塔

跡
地
重
量
汀
が
あ
る
。

温
訝
向
か
い
に
蛙
哲
指
碁

の
．1
の
複
製
一
人
高
さ
約
鮒
㍍
）

が
鳶
も
、
帯
博
物
館
に
は
塔
の

焉
展
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
等
勃
企
画
展
も

初
め
て
賂
隠
し
把
が
、
若
い
世

代
も
菜
感
を
持
っ
て
く
れ
た
。

1
「
無
線
塔
の
誓
通
じ
て
、
人

の
心
の
つ
な
が
り
の
あ
り
が
た

さ
億
伝
え
た
い
」
と
二
上
さ
ん

．
は
菅
。
（
前
田
基
符
）

橿亀鑑にも穐義。
0「原発」事故後、「無線塔」に関心が深まっ七山ますが、これは朝日新聞神奈川県横須筆支局
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